第３学年　道徳科学習指導案
　
１　主題名　　　差別や偏見のない社会にするためには　【Ｃ－(１１)　 公正・公平・社会正義】
２　教材名　　「ぼくの物語　あなたの物語」
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値
正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社会の実現に努めることについて考える内容項目である。人は他者と関わる際、相手がどのような人物なのか、あらゆる面を見て判断し、それを基に関わり方を考える。しかしときに、人種や肌の色のような一面にのみ目を向けて相手を判断したり、自分の中にある偏見から相手の人格を決めつけたり、優劣さえ意識することもある。差別や偏見のない公平な社会を実現させるためには、一人一人が誰に対しても公平に接し、偏見や差別に基づく自他の不公正を許さない意思をもつことが大切である。現在、多くの差別を根絶しようという動きが見られる一方で、人種や肌の色によって不当な扱いを受ける事例も報道されている。また、学校の中でも、他者の一面からだけで相手を判断し、人間関係を狭めたり、互いの優劣を意識し不公平な状況が起きたりすることもある。自分自身に偏った考え方や言動がないか見つめ、公正・公平な社会の実現に向けてどのような考えをもつべきなのかを考えさせたい。
（２）ねらいに関わる生徒の実態
本学級には外国籍の生徒も在籍しているが、学級の中でその生徒たちを特別な目で見たり、いじめや差別を行ったりする生徒はいなく、みんな仲良く過すことができている。
生徒は社会の授業やニュースを通して、世の中に多くの差別や偏見があることは知っている。しかし、その問題を自分と関わりのある問題として真剣に考える機会はこれまであまりなかった。本時の授業を通して、将来社会に出て行く人間としての、国際的な問題に取り組んでいく態度を育てたい。また、私心にとらわれず、いつでも誰にでも分け隔てなく接することの難しさとともに、そうした人間的な弱さを乗り越えて相手に対する思いやりの心をもち、誰にでも公正・公平に接する大切さや素晴らしさについて十分に考えさせたい。
（３）教材の活用・指導の工夫
　本教材は、黒人作家である筆者が、人種や肌の色という、「ほんの一部」の「物語」だけで人を判断してしまうことについて問題提起している教材である。筆者は、人に出会って関わり合う際に、その人と自分との共通点や相違点を含め、さまざまな視点から互いを知り、接していくことの大切さについて考えることを読者に投げかけている。
生徒に考えさせたい視点として、以下の３つを挙げる。
①偏見や差別的な考えによらず、相手のさまざまな面を知り、接していくことの大切さについて考えを深めること。
②自分が知らず知らずのうちに差別的な考えをもっていないかを振り返ること。
③差別や偏見のない社会をつくるためには、自分がどのような考え方をもち、どう行動していけばよいか考えること。
授業の終末では、視点③について全体で交流する時間をとり、学級全体で考えを深めていきたい
と考える。
３　本　時
（１）目　標　　差別や偏見のない社会にするためには、どのような心を大切にするとよいか考
えることができる。
（２）準　備　　教師…ワークシート　　生徒…教科書
（３）展　開　学習テーマ「差別や偏見のない社会にしていくために大切なことはなにか考える」
	時間
	生徒の学習活動と内容
	教師の支援・留意点と評価
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	１　世界や身の周りにはどんな差別や偏見の問題があるか意見を出し合う。
２　学習のテーマを確認する。

３　「ぼくの物語　あなたの物語」を読んで考える。
①　作者が本当の物語ではないと考えてい
　　るのはどんなことか確認する。
・いい場所に住んでいるから・・・
・いい学校にかよっているから・・・
・ぼくは男だから・・・
・お金をいっぱい稼ぐから・・・
・黒人だから、白人だから・・・
②　人を判断する時にどういったところを
　　大切にしたいか考える。
・目では見えないところ
・その人の考え方
・行動や言動
中心発問
４
・外見だけを見てその人を判断してはいけな　
い。
・社会全体が差別や偏見をなくす意識をもっていないといけない。
・その人のことを一部しか知らないのに、その人のことを判断してはいけない。
５　今日の授業で感じたこと・感想を書く。
　・発表する

・差別や偏見は簡単に無くなるものではないが、一人一人は同じ人間で、平等なんだという意識をもつ人が増えていけば少しでも差別や偏見のない平和な世の中に近づいていくと思う。
	・生徒にイメージをもたせるために、教師が例をあげる。
・考えながら、教師の範読を聞くために、何回も出てくる言葉や印象深い言葉を意識して聞くことを押さえる。
・「本当ではない物語とはどういうことか」と、問うことで、目に見えるものが大切ではないという価値に気付かせたい。
・「本当の物語」にも触れ、人間は皆同じで平等な存在だということを押さえておく。

・「人間として大切なところはどんなことか」と補助発問をして、目では見えないところが大切だということに気付かせたい。
・机を話し合いの隊形に移動させることで、クラス全体で話し合っていく意識をもたせる。
・「○○さんは～と言っているけど、みんなはどう？」と問い、討論を活発化させる。
・「大切なこと」がまとまってきたら、「それは自分が簡単にできることなのか」と聞くことで、誰にでも分け隔てなく接していくことの難しさについて考えさせたい。
・差別や偏見をなくすことは簡単ではないが、無くしていかなければならないもので、自分たちに何ができるかもう一度考えることで、さらに考えを深めさせたい。
・生徒の感想から、差別や偏見のない社会を作っていくことの難しさを感じながらも、その大切さに気づいているものを取り上げ、その姿勢が大切だということを押さえる。


	視点
	・中心発問の中で、教師の切り返しが、差別や偏見のない社会にするためには、どのような心を大切にするとよいか考えることに有効であったかどうか。


差別や偏見について考えよう。





差別や偏見のない社会にしていくために大切なことは何だろう。








